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玄
海
町
　
「核
の
ご
み
」
調
査
受
け
入
れ

…
―
‐
原
発
立
地
自
治
体
で
初

釜
甕
Ｃ
夕
澤
　
安
全
根
拠
示
せ
ず
、
カ
ネ
で
つ
る
姑
息
な
手
法

佐
賀
置
摯
ヱ
海
町
の
協
山
伸
太
郎
町
長

一
と
強
調
し
、
議槃
本
の
音
一同
を
尊
重
し
た

は
５
月
１０
日
、
原
発
か
ら
出
ツ０
麟円
レ
ベ

一
と
述
べ
た
‘

ル
放
射
性
廃
棄
物

（核
の
ご
み
）
の
最
　
　
町
議
会
で
は
、
原
発
立
地
目
治
体
の

終
処
分
場
選
定
に
向
け
た
第
１
段
階
の
　
責
務
と
し
て
処
分
場
選
定
に
協
力
す
べ

文
献
調
査
受
け
入
れ
を
表
明
し
た
。
同
　
き
だ
Ｌ
の
意
見
が
あ
つ
た
が
、
町
長
は

町
に
は
九
州
電
カ
ー‐玄
海
原
発
が
あ
り
、
一　
里
貝
務
は
な
い
」
と
不
風
ξ
　
「調
査
受

原
発
立
地
自
治
体
と
し
て
は
初
め
て
　̈
一
け
入
れ
の
考
え
は
な
い
」
と
答
弁
ッ
理

全
国
で
は
、
調
査
が
進
む
北
海
道
の
寿

一
由
の
一
つ
に
国
が
最
終
処
分
場
の
摘
地

都
町
、
神
恵
内
村
に
つ
づ
き
３
例
目
。　
一
を
不
し
た

「科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
」
に
、

文
献
調
査
受
け
入
れ
を
求
め
る
請
願
が

一
町
の
大
半
が

「鉱
物
資
源
が
あ
り
、
好

４
月
１５
目
に
購駐
整
ムに
提
出
さ
れ
て
表

一
ま
し
く
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
Ｌ
も

面
化
し
て
以
来
、
議
会
採
択
一“
栓
て
軒
　
あ
げ
て
い
た
、

長
判
断
ま
で
ｌ
ヵ
月
足
らヽ
ず
で
あ
っ
た
。
一　

こ
の
経
過
を
見
れ
ば
、
協
山
町
長
は

文
献
調
査
に
慎
重
だ
っ
た
協
山
町
長

一
推
進
派

。
政
府
に
外
堀
を
埋
め
ら
れ
た

は

「議
会
の
講
願
採
択
は
大
変
重
い
」

一

<「核のごみ」調査の流れ>

↓ 資料による調査  最大20億円

↓ ボーリング調査  最大70億円

↓ 地下施設で調査  今後制度化

交付金

」=月｀，わ
，か
フ（半

日
本
の
地
球
帯ヽ
字
の
研
究

・
教
育
・

普
及
に
か
か
わ
る
専
門
一家
３
０
０
人
以

上
が
昨
年
１０
月
３０
日
、

「核
の
ご
み

変
動
帯
日
本
に
　
地
層
処
分
の
適
地
は

な
い
」
と
の
声
明
を
出
し
た
．
国
の

「科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
」
に
も
と
も
と

信
頼
性
は
な
い
。
そ
こ
で
国
が
経
済
的

に
困
窮
す
る
地
域
を
札
東
で
ひ
っ
ば
た

く
や
り
方
を
あ
ら
わ
に
し
た
の
が
、
寿

都
町
、
神
恵
内
村
、
玄
海
町
の
文
献
調

査
受
け
入
れ
で
あ
る
〕

文
献
調
査
は
一又け
入
れ
自
治
体
首
長

の
判
断
で
可
能
だ
が
、
次
の
段
階
の
概

要
調
査
は
道
知
事
、
県
知
事
の
同
意
な
一

し
に
は
実
施
で
き
，な
い
ご

「核
の
ご
み
」
の
議
論
の
広
が
り
が

求
め
ら
れ
る
ｃ

∧
司
法
の
劣
化
を
許
さ
な
い

６

ヨ
ー
７
澤甕
一同
裁
共
同
行
動
Ｖ

Ｏ
日
時
―１
６
月
１
７
日
（潟
）

○
場
所
＝
衆
議
院
第

一
議
員
会
館
大
会
議
室

○
プ
ロ
グ
ラ
ム

※
１０
時
３０
分
～
　
最
高
裁
要
請
行
動

※
１２
時
～
　
　
　
最
高
裁
判
所
を
取
り
囲
む
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
エ
ー
ン

※
１４
時
３０
分
～
　
報
告
集
会
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

登
壇
者
―
大
島
堅

一
さ
ん
（龍
谷
大
教
授
）
、
樋
日
英
明
さ
ん
（元
裁
判
官
）
、
後
藤
秀
典
さ
ん
（ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
）
、
長
谷
川
公

一
さ
ん
（東
北
大
名
誉
易
輸
一
、
黒
沢
弁
護
士

０
主
催
者
＝
６
・
１７
最
高
裁
共
同
行
動
実
行
委
員
会

０
そ
こ
の
け
―
そ
こ
の
け
―
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
へ
の
傲
慢
（二
面
）

○
再
エ
ネ
５
８
万
世
帯
分

出
力
制
御
で
ム
ダ
に
（三
面
）

○
ド
イ
ツ
　

「原
発
ゼ
ロ
」
の
１
年
（五
面
）

」
ン
」と
が

文献調査 2年程度

概要調査 4年程度

精密調査 14年程度

●
経
団
連
の
十
倉
会
長
は

元
日
の
能
登
普
綸
基
一辱
依
、

１
月
９
日
の
記
者
会
見
で

志
賀
原
発
の
再
稼
働
に
つ

い
て
間
わ
れ
、
「能
登
半
島

地
震
に
関
連
す
る
日
本
海

側
の
原
子
力
発
電
所
は
す
べ
て
安
全

性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
、
安
心
し
て
い
る
」
と
述
べ
た

●
原
発
の
過
酷
事
故
に
至
ら
な
か
っ

た
こ
の
段
階
で
の
経
団
連
会
長
の

「原
発
安
全
」
宣
言
は
、
電
力
会
社

が
不
断
に
原
発
の
危
険
に
向
き
合
い

な
が
ら
安
全
確
保
に
努
め
る
と
い
う

当
然
の
立
場
を
投
げ
捨
て
る
も
の
。

原
発
営
業
事
業
者
の
本
来
の
あ
る
ベ

き
姿
を
端
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
あ

る
．
経
団
連
会
長
の

「安
全
」
発
言

は
、
願
望
の
吐
露
で
あ
っ
て
原
発
の

安
全
を
何
ら
保
障
す
る
も
の
で
は
な

い
．
こ
の
種
の
思
い
込
み
こ
そ
、
原

発
大
事
故
を
誘
起
す
る
も
の
で
あ
る

●

「原
発
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
に
産
官

共
同
し
て
踊
っ
た
東
芝
が
経
営
不
振

に
陥

つ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

東
芝
は
英
国
、
米
園
の
原
発
経
営
の

大
赤
字
ま
で
背
負
わ
さ
れ
た
。
十
倉

会
長
は

「ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し

て
原
発
は
不
可
欠
」
と
す
る
諭
者
だ

が
、
経
団
連
会
長
と
し
て
は
東
芝
経

営
不
振
の
教
訓
に
学
ぶ
こ
と
こ
そ
本

来
の
任
務
で
は
な
い
の
か
。


